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金沢大学のテニュア・トラック制度
フロンティアサイエンス機構のテニュア・トラック























平成 18 年 11 月　国際公募（大学経費による取り組み）
平成 18 年 12 月　選考
平成 19 年 6 月　国際公募（事業経費による取り組み）
平成 19 年 8 月　国際シンポジウム，公開セミナー開催と選考
平成 21 年 3 月　中間審査の実施
平成 22 年 5 月　最終審査の実施
　文部科学省「若手研究者の自立的研究環境整備促進」事業の採択を受けて本格実施。平成 18 年度から始まったこ




研究費：本人人件費込み渡しきり 3,000 万円 / 年（5 年間）
スペース：130 m2
特任助教：
研究費：300 万円 / 年（5 年間）









の申請が採択されました。23 年度 4 名，24 年度 3 名の TT 教員が採用されます。この事業では，若手研究者が自立
して研究できる環境の整備を促進するため，ラボの立ち上げ経費（初年度：1,000 万円，2 年度目：500 万円）の支
援を主な目的としています。そのため，採用年度とその次年度の 2 年間スタートアップ経費の支援を受けられます。







大学が助教に初年度スタートアップのための研究費として 300 万円，2 年目以降は研究費 200 万円を配分• 














まずはご相談下さい（申請締切は 5 月 7 日です）。








これまでに部局では 5 名を採用。域内センターでは 6 名採用（予定を含む）。
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